
第２章 本市の高齢者等を取り巻く現状 

２．高齢者の日常生活と社会参加の状況 

（平成 27年、28年実施日常生活圏域ニーズ調査結果より抜粋） 
 
（１）高齢者の日常生活について 

①要介護状態になるリスク保持者の割合 

調査結果から算出される要介護状態になるリスク保持者（※）の割合は、後期高

齢者の方が前期高齢者よりも高くなっています。なお、後期高齢者において要介

護状態になるリスク保持者の割合が最も高いのは、うつ傾向にある人（43.0％）

で、以下、認知機能の低下が疑われる人（40.7%）、転倒リスクのある人（37.3％）、

運動器の機能が低下している人（33.0％）、口腔機能の低下が疑われる人（27.2％）

と続いています。なお、閉じこもり傾向のある人（8.5％）、低栄養が疑われる人

（3.5％）は低い状況となっています。 

 

■要介護状態になるリスク保持者の割合 

 
 

  

33.0 

37.3 

8.5 
3.5 

27.2 

43.0 

40.7 

13.0 
15.5 

4.0 1.6 

16.8 

21.6 

29.9 

0%

20%

40%

60%

運動器の機能が低下

転倒

閉じこもり傾向

低栄養口腔機能の低下

うつ傾向

認知機能の低下

後期高齢者

前期高齢者

※リスク保持者…危険性がある人 
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第２章 本市の高齢者等を取り巻く現状 

 
 

②主観的健康観 

現在の健康状態については、自分自身を『健康』と評価している人の方が多く、

後期高齢者は 63.9％、前期高齢者は 79.7％となっています。生活機能低下者（※）

に限定した場合も、『健康』の方が『健康でない』よりも上回っているものの、

後期高齢者、前期高齢者のいずれも『健康ではない』が３割以上に高まっており、

介護・介助の必要な身体状態が自身の健康観に影響している状況がみられます。 

 

■主観的健康観 

 
 

 

 

③介護予防のために実践していること 

介護予防のために実践していることについては、後期高齢者、前期高齢者のい

ずれも「栄養バランスのとれた食事をとる」の割合が最も高く、この他に「散歩

など、できるだけ歩くようにする」、「充分な睡眠をとる」、「健康診断などを定期

的に受ける」といった項目が高くなっていますが、「健康診断などを定期的に受

ける」人の割合は前期高齢者の方が後期高齢者よりも高くなっています。性・年

齢別にみると、「栄養バランスのとれた食事をとる」が高くなっているものの、

割合は女性の方が男性よりも上回っており、女性の方が意識は高いと考えらえま

す。この他、男女いずれも 75～79歳は「趣味や地域活動に取り組む」の割合が、

他の年代よりも高くなっています。なお、日常生活圏域別にみると、後期高齢者

の二丈圏域は「健康診断などを定期的に受ける」（38.6％）が他の圏域に比べて

割合が低くなっているほか、「趣味や地域活動に取り組む」（23.2％）も他の圏域

よりも割合が下回っています。 

 
  

健康
健康
でない

凡例

63.9 23.2

79.7 17.0

後期高齢者

前期高齢者

とても健康

7.5

11.6

まあまあ健康

56.4

68.1

あまり健康でない

17.4

13.2

健康でない

5.8

3.8

無回答

12.9

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

注：『健康』は、「とても健康」と「まあまあ健康」を合わせた割合 

 

※生活機能低下者…将来、介護が必要となるおそれの高い状態にあると判断される高齢者 
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第２章 本市の高齢者等を取り巻く現状 

■介護予防のために実践していること 

 
 

④介護予防への取り組みへの参加意向 

介護予防への取り組みへの参加意向については、後期高齢者は、「趣味や興味

のある活動、旅行などに参加する」（22.3％）、次いで「公民館などに出かけてい

き、体操や趣味の教室などに参加する」（20.1％）、「自宅でのリハビリテーショ

ンを受ける」（13.4％）の順となっています。 

前期高齢者は、「趣味や興味のある活動、旅行などに参加する」（37.8％）が最

も多く、次いで「公民館などに出かけていき、体操や趣味の教室などに参加する」

（15.1％）、「介護予防の知識や実践方法を学ぶ講座に参加する」（9.8％）となっ

ています。 

 

■介護予防への取り組みへの参加意向 

 
 

  

59.9

53.1

33.4

42.9

46.8

26.6

3.9

8.5

61.2

49.8

35.1

50.7

43.1

30.9

2.7

9.1

0% 20% 40% 60% 80%

栄養バランスのとれた食事をとる

散歩など、できるだけ歩くようにする

体操や運動をする

健康診断などを定期的に受ける

充分な睡眠をとる

趣味や地域活動に取り組む

その他

特に実践していることはない

後期高齢者

前期高齢者

凡例

後期高齢者

前期高齢者

自宅での

リハビリ

テーションを

受ける

13.4

6.2

介護施設など

に出かけて

いき、体操や

レクレーション

をする

9.0

4.0

公民館などに

出かけていき、

体操や趣味の

教室などに

参加する

20.1

15.1

ボランティア

活動やＮＰＯ

などに参加する

1.8

3.2

趣味や興味の

ある活動、旅行

などに参加する

22.3

37.8

介護予防の

知識や実践

方法を学ぶ

講座に

参加する

8.2

9.8

無回答

25.2

23.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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第２章 本市の高齢者等を取り巻く現状 

 
 

⑤地域包括支援センターの認知度 

地域包括支援センターについては、後期高齢者、前期高齢者のいずれも「知っ

ており、利用したことがある」人の割合は１割未満で、さらに「知っているが、

利用したことがない」を合わせた『知っている』人の割合は５割を下回っていま

す。日常生活圏域別にみると、『知っている』人の割合が最も高いのは後期高齢

者の前原圏域の 50.8％で、最も低いのは前期高齢者の前原西圏域の 43.0％です。

ほとんどの圏域が『知っている』人は５割を下回っており、地域包括支援センタ

ーの認知度は十分とは言えません。 

 

■地域包括支援センターの認知度 

 
 

  

知って
いる

凡例

全体 46.7

前原東圏域 45.8

前原西圏域 43.7

前原圏域 50.8

二丈圏域 49.7

志摩圏域 45.7

全体 46.2

前原東圏域 46.7

前原西圏域 43.0

前原圏域 48.9

二丈圏域 48.0

志摩圏域 46.6

※知っているは「知っており、利用したことがある」、「知っているが、利用したことはない」を合わせた割合

前
期
高
齢
者

後
期
高
齢
者

知っており、

利用したことがある

7.6

8.9

6.4

8.5

6.5

7.7

6.5

6.9

5.9

5.8

7.3

6.7

知っているが、

利用したことはない

39.1

36.9

37.3

42.3

43.2

38.0

39.7

39.8

37.1

43.1

40.7

39.9

名前は

聞いたことがある

19.3

18.2

21.1

17.3

19.0

20.3

21.8

20.6

22.6

21.3

22.7

22.2

知らない

24.5

24.8

27.7

23.7

22.2

22.7

28.1

28.8

30.9

26.1

25.4

27.3

無回答

9.5

11.2

7.5

8.2

9.1

11.3

3.8

3.9

3.5

3.7

3.9

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

注：『知っている』は「知っており、利用したことがある」、「知っているが、利用したことはない」を

合わせた割合 
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第２章 本市の高齢者等を取り巻く現状 

 
（２）社会参加の状況 

①高齢者の生きがいづくり 

“生きがいはありますか”という問いに対して「はい」と答えた人の割合は後

期高齢者、前期高齢者のいずれも８割を超えています。 

社会参加（対外活動）の状況についてみると、後期高齢者のうち参加している

割合が最も高いのは「町内会・自治会」（45.6％）で、以下、「老人クラブ（シニ

アクラブ）」（39.8％）、「趣味関係のグループ」（32.3％）と続いています。前期

高齢者についても、最も高いのは「町内会・自治会」（58.3％）ですが、次いで

高いのは「趣味関係のグループ」（38.2％）の順となっています。 

社会参加活動や仕事への参加状況についてみると、参加している割合が最も高

いのは後期高齢者、前期高齢者のいずれも「地域の生活環境の改善（美化）活動」

（後期高齢者 43.3％、前期高齢者 58.8％）となっていますが、男女とも年齢が

上がるにつれて参加している割合は減少しています。 

 

■生きがいの有無 

 
 

■社会参加（対外活動）の状況（参加している割合） 

 

 
  

凡例

後期高齢者

前期高齢者

はい

83.7

87.3

いいえ

13.0

10.6

無回答

3.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

26.8

22.7

32.3

39.8

45.6

18.1

25.9

28.7

28.3

38.2

16.0

58.3

18.0

28.5

0% 20% 40% 60% 80%

ボランティアのグループ

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

老人クラブ（シニアクラブ）

町内会・自治会

学習・教養サークル

その他の団体や会

後期高齢者

前期高齢者

注：参加している割合は「週４回以上」、「週２～３回」、「週１回」、「月１～３回」、「年に数回」

を合わせた割合 
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第２章 本市の高齢者等を取り巻く現状 

 
 

②高齢者にやさしいまちづくり 

いわゆる“日中独居”の状況についてきいたところ、日中、一人になることが

『ある』人の割合は前期高齢者が 73.0％、後期高齢者は 70.5％と、いずれも 7

割に達しています。生活機能低下者に限定してみると、後期高齢者、前期高齢者

のいずれも『ある』の割合は全体よりも高まっています。 

地域で支援や協力ができることをきいたところ、後期高齢者、前期高齢者のい

ずれも「定期的な声掛けや見守り」の割合が最も高くなっているものの、前期高

齢者（55.7％）の方が後期高齢者（37.4％）よりも高く男女とも年齢が上がるに

つれて割合は減少しています。なお、「支援や協力は難しい」と答えた人は男女

とも年齢が上がるにつれて割合が増加しています。 

 

■“日中独居”の状況 

 
 

 

■地域で支援や協力ができること 

 
 
  

『ある』

凡例

73.0

70.5

後期高齢者 77.4

前期高齢者 72.6

後期高齢者

前期高齢者

生
活
機
能
低
下
者

よくある

28.4

26.1

32.2

29.4

たまにある

44.6

44.5

45.1

43.2

ない

16.5

20.1

13.6

18.1

無回答

10.5

9.4

9.1

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

37.4

13.8

15.3

8.9

1.7

37.6

55.7

22.7

22.6

13.6

2.5

22.1

0% 20% 40% 60% 80%

定期的な声掛けや見守り

買い物の支援

掃除・家事・ゴミ出しなどの日常生活上のお手伝い

通院や地域の用事のための外出支援

その他

支援や協力は難しい

後期高齢者

前期高齢者

注：『ある』人の割合は「よくある」、「たまにある」を合わせた割合 
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第２章 本市の高齢者等を取り巻く現状 

 
③高齢化に対応するために必要な活動・体制 

高齢化に対応するために必要な活動・体制についてきいたところ、最も割合が

高いのは後期高齢者、前期高齢者のいずれも「地域内のひとり暮らし高齢者等へ

の支援体制」で、以下、「市民が参画する地域での見守り活動」や「高齢者がい

つでも集える、サロンなどの場所の提供」などが続きますが、前期高齢者は「高

齢者の生きがいづくり（働く場や趣味・ボランティア活動など）の場の提供」

（33.4％）が高くなっています。 

 

■高齢化に対応するために必要な活動・体制の充実 

 

 

  

27.5

19.1

17.2

35.8

12.2

17.4

6.4

16.0

19.1

26.1

2.7

29.8

15.1

17.7

38.8

14.9

17.0

5.2

15.1

33.4

28.1

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市民が参画する地域での見守り活動

認知症についての正しい知識を学ぶ講座の開催

認知症相談員の配置など、

認知症に対する相談・支援

地域内のひとり暮らし高齢者等への支援体制

高齢者を支援するための

ボランティア・ＮＰＯなどの育成

認知症による徘徊高齢者の

早期発見、保護するための体制

高齢者に対する虐待防止対策

判断能力に衰えが出た場合、法的に支援するための

制度（成年後見制度）、高齢者の人権、

財産等の保護（権利擁護）の推進

高齢者の生きがいづくり（働く場や趣味・

ボランティア活動など）の場の提供

高齢者がいつでも集える、サロンなどの場所の提供

その他
後期高齢者

前期高齢者
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第２章 本市の高齢者等を取り巻く現状 

 
 

④介護が必要になったときに希望する生活形態 

介護が必要になったときに希望する生活形態についてきいたところ、最も割合

が高いのは後期高齢者、前期高齢者のいずれも「自宅で家族の介護と外部の介護

サービスを組み合わせて利用したい」で、生活機能低下者に限定した場合も、全

体と同様の傾向となっています。 

 

■介護が必要になったときに希望する生活形態 

 
 

凡例

後期高齢者

前期高齢者

後期高齢者

前期高齢者

生
活
機
能
低
下
者

自宅で

家族中心に

介護を

受けたい

16.6

11.1

15.9

10.5

自宅で

家族の介護と

外部の介護

サービスを

組み合わせて

利用したい

30.6

31.8

31.2

27.8

家族に

依存せず、

自宅で介護

サービスを

受けたい

12.7

14.7

13.0

15.4

特別

養護老人

ホームなど

の施設で

介護を

受けたい

9.8

11.0

10.7

12.0

有料老人

ホームや

ケア付き

高齢者住宅に

住み変えて

介護を受けたい

4.6

6.4

4.2

5.2

医療機関に

入院して

介護を

受けたい

13.2

11.3

14.5

13.9

その他

2.2

3.1

2.2

3.1

無回答

10.4

10.6

8.3

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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